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試
験
研
究
の
課
題
と

今
後
の
方
向

当
場
に
お
け
る
試
験
研
究
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
一
、
高

品
質
で
安
全
な
畜
産
物
の
生
産
に
関
す
る
こ
と
。
二
、
家

畜
排
泄
物
の
処
理
、
利
用
に
関
す
る
こ
と
。
三
、
飼
料
自
給

率
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
。
以
上
の
三
点
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。一
、
高
品
質
で
安
全
な
畜
産
物
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
本

県
特
産
の
「
讃
岐
牛
」
「
讃
岐
夢
（
黒
）
豚
」
「
讃
岐
コ
ー
チ

ン
」
の
い
わ
ゆ
る
「
讃
岐
三
畜
」
を
中
心
と
し
て
、
生
産
性

の
向
上
及
び
高
品
質
化
の
研
究
が
行
わ
れ
、
鶏
で
は
茶
葉

入
り
の
飼
料
を
給
与
し
た
讃
岐
コ
ー
チ
ン
鶏
卵
が
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。
豚
で
は
特
産
豚
の
特
徴
が
解
明
さ
れ
る
と

と
も
に
、
牛
に
つ
い
て
は
生
き
た
体
の
ま
ま
で
の
品
質
評
価

シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

二
、
家
畜
排
泄
物
の
処
理
、
利
用
に
つ
い
て
は
、
家
畜
排

泄
物
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
堆
肥
化
の
促
進
や
悪
臭

の
発
生
防
止
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
十
六
年
に

は
「
家
畜
排
泄
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
規
制
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
の
で
「
待
っ
た
な
し
」
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

三
、
飼
料
自
給
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
米
政
策
大
綱
に

関
連
し
て
休
耕
田
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
飼
料
用
イ

ネ
の
栽
培
・
調
製
・
給
与
方
法
に
関
す
る
研
究
を
行
い
飼

料
自
給
率
の
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
牛
の
受
精
卵
移
植
や
各
家
畜
の
能
力
検
定
、

飼
料
分
析
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
の
畜
産
農
家
は
経
営
規
模
の
大
型
化
が
進
ん
だ

反
面
、
戸
数
が
減
少
し
た
た
め
、
子
供
た
ち
が
家
畜
と
接

す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い

の
た
め
保
育
所
や
幼
稚
園
か
ら
来
場
し
、
喜
ん
で
帰
ら
れ

ま
す
が
、
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
な

仕
事
と
考
え
て
い

ま
す
。「
独
創
性
豊
か
で
、

多
彩
な
香
川
型
農

業
の
確
立
」
と
い
う

目
標
の
実
現
に
向
け
、

試
験
研
究
機
関
が

果
た
す
べ
き
役
割

と
推
進
す
べ
き
研

究
の
方
向
を
見
定

め
な
が
ら
業
務
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

讃
岐
黒
豚
の
「
特
徴
あ
る
お
い
し
さ
」

評
価
技
術
の
開
発

一
、
は
じ
め
に

豚
肉
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
、
い

わ
ゆ
る
品
質
評
価
を
超
え
て
、
「
お

い
し
さ
」
　
を
志
向
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
豚
肉
評
価
法
は
生
肉

を
主
体
と
し
た
も
の
で
、
消
費
者

が
食
べ
る
と
き
の
過
熱
状
態
に
お

け
る
実
際
の
お
い
し
さ
を
評
価
し

た
も
の
と
い
い
難
く
、
新
し
い
評

価
法
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

対
象
豚
で
あ
る
讃
岐
黒
豚
と
広

く
流
通
す
る
一
般
豚
　
（
L
W
D
種
）

の
肉
質
検
査
に
加
え
、
加
熱
肉
の

検
査
と
併
せ
、
官
能
検
査
を
行
い

双
方
の
関
連
か
ら
豚
肉
評
価
項
目

を
設
定
し
、
豚
肉
評
価
モ
デ
ル
を

作
成
し
、
わ
か
り
易
く
豚
肉
の
特

徴
を
表
現
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、

四
国
四
県
の
銘
柄
豚
を
用
い
て
共

同
研
究
で
実
施
し
た
。

二
、
肉
質
検
査
法
は
豚
胸
最
長
筋

（
ロ
ー
ス
肉
）
　
を
用
い
て
、
肉
質

成
分
検
査
を
七
〇
℃
一
時
間
加
熱

後
分
析
に
供
し
、
肉
色
等
生
肉
検

査
の
必
須
項
目
は
従
来
の
農
林
水

産
省
畜
試
・
加
工
2
研
の
方
法
に

準
じ
、
共
同
参
画
県
に
お
い
て
検

査
方
法
。
サ
ン
プ
ル
部
位
等
、
手

法
の
統
一
と
県
間
の
デ
ー
タ
差
を

払
拭
し
、
讃
岐
黒
豚
七
〇
頭
、
一

般
豚
二
十
一
頭
を
検
査
し
た
。

三
、
官
能
検
査
法
は
豚
肉
の
お
い

し
さ
を
評
価
す
る
た
め
、
肉
質
検

査
部
位
の
対
称
ロ
ー
ス
肉
、
十
五

m
m
厚
を
二
五
〇
℃
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
で
加
熱
、
そ
の
中
央
部
を
訓
練

し
た
パ
ネ
ラ
ー
に
供
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
食
べ
る
順
と

食
べ
方
な
ど
判
定
法
を
決
め
て
、

評
価
を
行
っ
た
。
官
能
検
査
は
二

点
比
較
の
七
段
階
法
に
よ
る
九
項

目
の
官
能
検
査
項
目
で
讃
岐
黒
豚

を
二
十
一
回
、
延
べ
三
百
十
八
名

で
実
施
し
た
。

四
、
讃
岐
黒
豚
の
特
徴
あ
る
お
い

し
さ
評
価
モ
デ
ル
の
作
成
手
順

加
熱
肉
の
検
査
を
加
え
た
検
査

に
よ
り
、
讃
岐
黒
豚
と
一
般
豚
を

比
べ
肉
質
特
性
を
表
1
の
と
お
り
、

五
項
目
を
抽
出
し
、
官
能
検
査
項

目
と
の
関
連
を
検
討
し
、
豚
肉
の

特
徴
を
示
す
お
い
し
さ
項
目
の
絞

り
込
み
を
行
い
、
評
価
項
目
名
を

決
め
た
。
こ
の
名
称
は
官
能
検
査

項
目
や
肉
質
検
査
か
ら
豚
肉
特
性

を
な
る
べ
く
分
か
り
易
く
表
現
す

る
用
語
を
用
い
て
作
成
し
た
。
そ

し
て
、
豚
肉
評
価
モ
デ
ル
は
評
価

項
目
名
に
関
連
す
る
一
般
豚
の
肉

質
検
査
値
を
標
準
の
5
に
設
定
し
、

こ
れ
に
銘
柄
豚
の
肉
質
検
査
値
を

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
プ
ロ
ッ
ト

し
評
価
モ
デ
ル
と
し
た
。
　
（
図
1
）

こ
の
豚
肉
評
価
モ
デ
ル
か
ら
讃
岐

黒
豚
は
肉
う
ま
味
成
分
が
多
く
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
豚
肉
で
、
さ
ら
に

口
溶
け
の
良
い
脂
肪
が
特
徴
で
あ

る
が
、
香
り
や
赤
み
は
弱
い
こ
と

を
表
し
て
い
る
。

今
回
の
肉
質
検
査
で
や
わ
ら
か

い
肉
と
判
断
さ
れ
て
も
、
官
能
検

査
で
は
や
わ
ら
か
い
肉
と
の
関
連

は
弱
く
、
肉
の
う
ま
味
や
香
り
の

官
能
評
価
項
目
が
検
査
項
目
と
関

連
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

こ
の
評
価
技
術
は
　
「
図
と
形
」

を
用
い
て
、
豚
肉
の
特
徴
を
簡
潔

に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
他
の
銘
柄
豚
の
評
価
、
農

場
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
評
価
、
新
た
な

銘
柄
豚
の
評
価
・
作
出
な
ど
豚
肉

の
品
質
向
上
、
改
善
等
生
産
者
や

技
術
者
並
び
に
消
費
者
に
活
用
で

き
る
。

新
し
い
人
工
授
精
師
さ
ん

誕
生

今
年
七
月
十
六
日
か
ら
八
月
十

九
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
、
当
場
に
お

い
て
、
平
成
十
五
年
度
家
畜
人
工
授

精
師
養
成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。受
講
者
は
十
三
名
と
や
や
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
年
齢
、
職
業
等
は

様
々
で
、
現
役
の
高
校
生
、
農
業
大

学
校
生
、
酪
農
家
の
後
継
者
、
元
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
、
ベ
テ
ラ
ン
の
装
削
蹄
師

さ
ん
な
ど
幅
広
い
方
が
受
講
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

当
場
が
担
当
し
た
実
習
で
は
毎
日

暑
い
中
、
牛
舎
、
実
験
室
等
で
牛
の
飼

養
管
理
、
家
畜
審
査
、
生
殖
器
解
剖
、

発
情
鑑
定
、
精
液
性
状
検
査
、
そ
し

て
メ
イ
ン
の
人
工
授
精
（
直
腸
検
査

な
ど
）
を
熱
心
に
、
汗
を
流
し
な
が

ら
実
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
新
し
い
人
工
授
精

師
さ
ん
を
養
成
す
る
た
め
の
も
の
で
、

最
後
に
は
試
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、

受
講
生
全
員
の
成
績
も
良
く
、
ま
も

な
く
新
人
の
家
畜
人
工
授
精
師
さ

ん
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
る
日
も
近
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
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黒
毛
和
種
子
牛

セ
リ
成
績
に
つ
い
て
、

香
川
県
家
畜
市
場
で
取
引
さ
れ

た
黒
毛
和
種
の
平
均
子
牛
取
引
価

格
は
、
平
成
七
年
以
降
安
定
的
に

推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
十
三

年
九
月
に
国
内
他
県
で
発
生
し
た

牛
海
綿
状
脳
症
の
影
響
に
よ
り
、
平

成
十
四
年
二
月
の
取
引
価
格
は
、
急

激
に
低
下
し
、
そ
の
後
、
前
年
を
上

回
る
勢
い
で
回
復
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
八
月
か
ら
、
平
成

十
五
年
六
月
ま
で
の
一
年
間
に
子
牛

の
セ
リ
が
成
立
し
た
種
雄
牛
の
頭

数
は
、
四
十
九
頭
に
も
及
び
ま
す
が
、

種
雄
牛
別
頭
数
割
合
は
、
「
福
谷
福
」

が
全
体
の
約
二
割
占
め
、
次
い
で
、
「
美

津
福
」
、
「
福
栄
」
、
「
北
仁
」
、
「
松

福
美
」
、
「
讃
岐
金
福
」
で
、
こ
の
六

頭
で
子
牛
市
場
の
約
七
割
を
占
め

て
お
り
ま
し
た
。

子
牛
取
引
価
格
に
は
、
季
節
的

な
変
動
が
あ
り
、
参
考
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
平
成
十
四
年
八
月
か
ら
、

平
成
十
五
年
六
月
ま
で
の
一
年
間
で

三
頭
以
上
の
セ
リ
が
成
立
し
た
種
雄

牛
別
の
平
均
価
格
の
上
位
は
、
去
勢

牛
が
、
「
鶴
長
」
、
「
糸
福
」
、
「
北
国
7

の
8
」
、
雌
牛
が
、
「
北
国
7
の
8
」
、
「
平

茂
勝
」
、
「
美
津
福
」
の
順
で
し
た
。

筋
肉
か
ら
食
肉
へ

私
達
が
食
べ
て
い
る
食
肉
は
筋

肉
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

筋
肉
は
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
特
性

が
異
な
り
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
が
持
久
タ
イ
プ
と
瞬
発
タ
イ
プ

で
あ
り
、
そ
の
例
え
と
し
て
マ
グ

ロ
と
ヒ
ラ
メ
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

マ
グ
ロ
は
常
に
回
遊
し
エ
サ
を
捕

食
し
ま
す
が
、
ヒ
ラ
メ
は
瞬
間
的

動
作
で
補
食
し
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
両
者
の
違
い
は
筋
肉
の
色
で
あ

り
、
味
・
歯
ご
た
え
で
す
。

家
畜
に
お
い
て
も
筋
肉
の
タ
イ

プ
は
異
な
り
、
牛
は
草
原
を
移
動

す
る
た
め
持
久
タ
イ
プ
、
豚
・
鶏

は
敵
か
ら
素
早
く
逃
げ
る
た
め
瞬

発
タ
イ
プ
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
筋
肉
タ
イ
プ
の
違
い
は

死
後
硬
直
後
及
び
熟
成
時
間
の
違

い
に
も
現
れ
て
き
ま
す
。
で
は
、

お
い
し
さ
と
タ
イ
プ
と
は
ど
う
な

の
か
？
の
疑
問
に
は
ま
だ
十
分
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
持
久
タ

イ
プ
が
味
が
濃
厚
で
、
ジ
ュ
ー
シ

ー
、
瞬
発
タ
イ
プ
が
あ
っ
さ
り
味

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
筋
肉
の
タ
イ
プ
を
判
定
す

る
方
法
が
筋
線
維
染
色
で
す
。
筋

肉
を
薄
く
切
り
出
し
、
染
色
し
、

染
色
の
濃
淡
で
タ
イ
プ
の
割
合
を

判
別
し
分
析
し
ま
す
。

写
真
で
示
し
た
豚
肉
染
色
で
は
、

濃
い
色
が
瞬
発
タ
イ
プ
を
示
し
、

薄
い
色
は
持
久
タ
イ
プ
を
表
し
て

い
ま
す
。

筋
肉
は
細
い
筋
線
維
の
束
か
ら

で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
束
を
化

学
処
理
し
て
電
子
顕
微
鏡
で
立
体

的
に
観
察
す
る
と
、
ハ
チ
の
巣
の

よ
う
な
多
数
の
サ
ヤ
が
み
ら
れ
ま

す
。
こ
の
サ
ヤ
の
観
察
倍
率
を
上

げ
る
と
、
細
い
網
の
目
だ
っ
た
り
、

束
ね
た
シ
ー
ト
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
細
線
維
と
い
う
も

の
で
す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
熱
に
よ
っ
て
溶

け
、
ゼ
ラ
チ
ン
様
に
な
り
ま
す
が
、

溶
け
る
割
合
い
に
よ
っ
て
、
調
理

し
た
と
き
の
筋
肉
の
硬
さ
に
影
響

し
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン

細
線
維
は
成
長
と
と
も
に
強
い
組

織
へ
と
変
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。
で

す
か
ら
、
家
畜
の
場
合
、
増
体
・

脂
肪
交
雑
を
期
待
し
て
肥
育
期
間

を
長
く
し
す
ぎ
る
と
硬
い
肉
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

鶏
ふ
ん
焼
却
灰
の

成
分
組
成
と
特
徴

近
年
、
耕
種
農
家
に
お
け
る
鶏
ふ

ん
堆
肥
の
需
要
に
陰
り
が
あ
り
、
養

鶏
経
営
で
は
余
剰
堆
肥
の
焼
却
処
理

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
産
出
す
る
焼
却

灰
の
有
効
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

当
場
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら

鶏
ふ
ん
焼
却
灰
の
利
用
技
術
に
関
す

る
試
験
を
実
施
し
て
い
る
が
、
一
年

間
を
通
じ
た
焼
却
灰
の
成
分
組
成
等

の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
の
で
、
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
p
H
・
E
C
と
も
に
強
ア

ル
カ
リ
の
値
　
（
表
1
）
　
を
示
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
配
合
飼
料
中
の
ミ
ネ

ラ
ル
　
（
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ

ウ
ム
等
）
　
が
、
焼
却
処
理
に
よ
り
見

か
け
上
濃
縮
さ
れ
、
中
で
も
、
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
が
燃
焼
過
程
で
生
石
灰

に
変
化
す
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

肥
料
成
分
と
し
て
は
、
リ
ン
酸
、

加
里
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
が
、
窒
素

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

わ
ず
か
な
が
ら
に
炭
素
が
残
存
し
て

い
る
た
め
、
C
N
比
は
成
鶏
で
二
〇

～
三
〇
、
育
成
鶏
で
七
程
度
の
値
を

示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
の
利
用
分

野
を
拡
大
す
る
上
で
懸
念
さ
れ
る
の

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
含
有
状
況

に
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。そ
こ
で
、
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
毒
性
当
量
に
つ
い
て

も
、
詳
細
に
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
表
2
に
示
し
た
が
、
今
回
の

検
査
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生

は
確
認
さ
れ
ず
、
そ
の
毒
性
に
つ
い

て
も
全
く
問
題
の
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
肥
料
を

は
じ
め
そ
の
他
の
用
途
へ
の
利
活
用

に
は
ず
み
が
つ
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
を
添
加
し

た
き
の
こ
菌
床
の
堆
肥
化
試
験
を
は

じ
め
、
用
途
拡
大
の
た
め
の
各
種
試

験
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
鶏

ふ
ん
焼
却
灰
の
特
性
を
ふ
ま
え
た
再

利
用
技
術
の
確
立
に
結
び
つ
く
よ
う
、

鋭
意
努
力
を
し
て
い
ま
す
。



畜試情報

畜　試　情　報　　第21号

稲
発
酵
粗
飼
料
の

T
M
R

当
場
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か

ら
　
「
飼
料
稲
」
　
を
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
　
（
実
と
茎
葉
全
て

を
含
む
サ
イ
レ
ー
ジ
）
　
に
調
製
し
て
、

乳
牛
へ
の
給
与
試
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。最
近
、
香
川
県
内
で
も
乳
牛
へ

の
T
M
R
　
（
混
合
飼
料
）
　
給
与
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十

四
年
度
に
は
、
購
入
乾
草
を
全
て

稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

に
置
き
換
え
た
T
M
R
を
乳
牛
に

給
与
し
、
購
入
乾
草
を
用
い
た
T

M
R
と
の
比
較
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

試
験
の
結
果
、
乾
物
摂
取
量
、

乳
量
、
乳
成
分
に
は
、
ほ
と
ん
ど

差
が
な
く
、
乳
牛
の
健
康
へ
の
悪

影
響
も
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

三
年
間
の
試
験
に
よ
り
、
稲
ホ

ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
は
嗜

好
性
が
良
く
、
分
離
給
与
、
T
M

R
の
両
方
で
、
購
入
乾
草
と
同
じ

よ
う
に
利
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

飼
料
イ
ネ
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

水
田
に
お
け
る
稲
作
の
生
産
調

整
は
、
今
後
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
麦
・
大
豆
・

飼
料
作
物
等
の
土
地
利
用
型
作
物

を
水
田
に
お
い
て
本
作
化
し
、
こ

う
し
た
作
物
の
生
産
振
興
と
水
田

の
効
率
的
利
用
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
米
の
計
画
生
産

の
観
点
か
ら
、
水
田
を
有
効
利
用

す
る
飼
料
作
物
と
し
て
「
飼
料
イ
ネ
」

が
注
目
さ
れ
、
稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
　
（
稲
W
C
S
）
　
用

専
用
種
の
育
成
や
省
力
栽
培
技
術
、

更
に
専
用
の
収
穫
調
製
機
械
の
開

発
等
と
言
っ
た
積
極
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
料
イ
ネ
専
用
種
は
、
茎
葉
・

子
実
収
量
が
多
く
、
出
芽
性
や
耐

倒
伏
性
に
優
れ
、
病
害
虫
に
対
す

る
抵
抗
性
を
持
つ
品
種
と
し
て
育

種
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
専
用
種
は
、
「
ホ
シ
ア
オ
バ
」
、

「
ク
サ
ホ
ナ
ミ
」
、
「
ク
サ
ノ
ホ
シ
」
、

「
は
ま
さ
り
」
、
「
ク
サ
ユ
タ
カ
」
、

「
ホ
シ
ユ
タ
カ
」
、
の
六
品
種
が

あ
り
ま
す
。

栽
培
試
験
の
結
果
、
「
ホ
シ
ア

オ
バ
」
は
中
生
、
「
ク
サ
ホ
ナ
ミ
」
、

「
ク
サ
ノ
ホ
シ
」
　
は
晩
生
、
「
は

ま
さ
り
」
　
と
　
「
ホ
シ
ユ
タ
カ
」
　
は

極
晩
生
に
分
類
で
き
、
普
通
期
栽

培
で
中
生
は
九
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
、

晩
生
は
十
月
上
旬
、
極
晩
生
は
十

月
中
旬
か
ら
下
旬
頃
に
黄
熟
期
を

向
か
え
、
収
獲
調
製
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
耐
倒
伏
性
は
高
く
、

過
剰
施
肥
に
注
意
す
れ
ば
、
収
獲

作
業
に
影
響
す
る
よ
う
な
倒
伏
は

ま
ず
発
生
し
ま
せ
ん
。

飼
料
イ
ネ
の
栽
培
は
、
基
本
的

に
食
用
水
稲
の
栽
培
と
同
様
で
す
が
、

収
穫
期
は
T
D
N
含
量
と
籾
の
利

用
性
、
収
穫
時
の
脱
粒
性
を
考
慮

す
る
と
黄
熟
期
（
出
穂
後
二
十
日
頃
）

が
最
も
適
し
て
い
ま
す
。

直
播
栽
培
に
は
、
播
種
前
に
湛

水
す
る
湛
水
直
播
と
乾
田
直
播
が

あ
り
ま
す
。
湛
水
直
播
で
は
、
表

面
播
種
す
る
と
浮
き
苗
や
転
び
倒

伏
が
起
こ
り
や
す
く
、
ま
た
深
播

き
で
は
酸
素
不
足
で
出
芽
・
苗
立

ち
が
不
良
に
な
り
ま
す
。
乾
田
直

播
で
は
出
芽
・
苗
立
ち
性
や
耐
倒

伏
性
に
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
播
種
後
入
水
ま
で
の
雑
草

防
除
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

コ
ス
ト
削
減
と
省
力
生
産
を
行
う

う
え
で
は
乾
田
直
播
が
導
入
し
や

す
い
技
術
と
い
え
ま
す
。

黄
熟
期
に
稲
の
す
べ
て
を
同
時

に
収
獲
し
、
発
酵
さ
せ
粗
飼
料
と

す
る
も
の
を
稲
W
C
S
と
い
い
ま
す
。

栄
養
価
は
高
く
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ

グ
ラ
ス
と
ほ
ぼ
同
等
で
す
。

稲
の
水
分
は
黄
熟
期
に
は
六
〇

％
程
度
に
ま
で
低
下
す
る
の
で
、

稲
W
C
S
は
予
乾
な
し
に
収
穫
調

製
で
き
、
良
好
な
発
酵
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

収
穫
・
調
製
に
は
、
一
般
的
に

利
用
さ
れ
て
い
る
飼
料
作
物
の
収

穫
調
製
体
系
　
（
フ
ォ
レ
ー
ジ
ハ
ー

ベ
ス
タ
と
固
定
サ
イ
ロ
で
調
製
す

る
方
法
と
、
モ
ア
・
テ
ッ
ダ
・
ロ

ー
ル
ベ
ー
ラ
の
体
系
で
収
穫
・
梱

包
す
る
方
法
）
　
が
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
新
た
な
投
資
が
必
要

な
く
作
業
効
率
が
高
い
と
い
う
利

点
が
あ
り
、
水
管
理
の
容
易
な
大

面
積
圃
場
で
活
用
で
き
る
体
系
で
す
。

湿
田
や
天
候
不
良
の
場
合
は
、
ダ

イ
レ
ク
ト
カ
ッ
ト
方
式
の
専
用
収
穫
・

調
製
機
体
系
　
（
稲
収
穫
用
コ
ン
バ

イ
ン
の
走
行
・
刈
取
部
と
ロ
ー
ル

ベ
ー
ラ
の
梱
包
部
を
合
わ
せ
た
ダ

イ
レ
ク
ト
カ
ッ
ト
方
式
と
刈
取
部

が
フ
レ
ー
ル
式
（
水
平
方
向
回
転
式
）

の
ダ
イ
レ
ク
ト
カ
ッ
ト
方
式
の
二

種
類
の
自
走
式
収
穫
機
に
ク
ロ
ー

ラ
ー
型
の
飼
料
運
搬
機
又
は
自
走

式
ベ
ー
ル
ラ
ッ
パ
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
）
　
が
開
発
さ
れ
軟
弱
圃
場

に
お
け
る
収
穫
調
製
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

収
穫
調
製
さ
れ
た
稲
W
C
S
を

長
期
間
保
存
す
る
場
合
な
ど
、
サ

イ
レ
ー
ジ
品
質
の
低
下
を
防
止
す

る
た
め
に
尿
素
処
理
や
乳
酸
菌
の

添
加
が
有
効
で
す
。

尿
素
処
理
は
牛
の
嗜
好
性
も
良

く
な
り
飼
料
価
値
が
改
善
で
き
る

効
果
が
あ
り
、
ま
た
貯
蔵
性
が
よ

く
な
り
ま
す
。
乳
酸
菌
添
加
は
、

梱
包
時
に
乳
酸
菌
を
添
加
す
る
こ

と
で
、
乳
酸
発
酵
期
の
増
殖
が
旺

盛
に
な
り
、
そ
の
結
果
乳
酸
生
成

量
が
高
ま
り
発
酵
品
質
が
向
上
し

ま
す
。こ
の
よ
う
に
　
「
飼
料
イ
ネ
」
　
へ

の
取
り
組
み
は
、
技
術
的
課
題
を

研
究
開
発
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、

す
で
に
生
産
現
場
に
お
い
て
普
及
・

実
用
化
段
階
に
ま
で
拡
大
し
て
い

る
こ
と
か
ら
。
今
後
、
更
な
る
生

産
振
興
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
料
作
物
奨
励
品
種

の
見
直
し
、

平
成
十
五
年
度
、
香
川
県
の
飼

料
作
物
奨
励
品
種
が
見
直
さ
れ
ま

し
た
。
奨
励
品
種
は
、
単
収
の
向
上
を

通
し
た
飼
料
作
物
の
増
産
と
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
た
め
に
、

優
良
草
種
・
品
種
の
普
及
と
生
産

技
術
の
高
位
平
準
化
の
た
め
に
設

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

香
川
県
で
は
三
年
ご
と
に
、
当

場
や
現
地
で
の
栽
培
試
験
の
結
果

を
も
と
に
見
直
さ
れ
て
お
り
、
今

年
度
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
で
、
夏

作
飼
料
作
物
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

九
品
種
、
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
を
含

め
た
ソ
ル
ガ
ム
を
十
四
品
種
、
冬

作
飼
料
作
物
の
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ

グ
ラ
ス
を
十
三
品
種
、
エ
ン
バ
ク

を
七
品
種
、
ラ
イ
麦
・
オ
オ
ム
ギ
を

各
二
品
種
選
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
見
直
し
点
は
、
畜

産
農
家
の
労
働
力
不
足
に
対
応
し
て
、

省
力
栽
培
と
生
産
効
率
化
を
主
眼
に
、

三
年
間
の
栽
培
試
験
及
び
収
量
試

験
成
績
か
ら
初
期
生
育
の
旺
盛
さ

と
生
草
及
び
乾
物
の
多
収
性
さ
ら
に
、

耐
倒
伏
性
の
良
さ
を
中
心
と
し
た

も
の
で
す
。

今
回
見
直
さ
れ
た
奨
励
品
種
の

一
覧
表
は
、
当
場
の
他
、
最
寄
の

地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
に

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ま
た
各
品
種
の
試
験
成
績
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
当
場
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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海
外
畜
産
技
術
研
修
生

の
紹
介

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二

月
二
十
四
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
、
ラ

オ
ス
か
ら
二
名
の
技
術
専
門
家
が
当

場
に
来
ら
れ
、
家
畜
人
工
授
精
技
術

を
中
心
に
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
は
農
林
省
家
畜
研
究
セ
ン
タ

ー
の
家
畜
飼
育
首
席
調
査
官
で
あ
る

ポ
ン
パ
サ
・
ペ
ン
サ
バ
ン
さ
ん
（
三
十
五

歳
）
、
も
う
一
人
は
ウ
ド
ム
サ
イ
県
農

林
部
家
畜
水
産
業
誅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
業
務
調
整
官
で
あ
る
ブ
ン
サ
ウ
・
ド

ン
パ
ジ
ッ
ト
さ
ん
（
三
十
四
歳
）
で
す
。

二
人
は
ラ
オ
ス
で
は
経
験
し
た
こ

と
の
無
い
寒
さ
の
中
、
毎
日
熱
心
に
、

牛
の
飼
養
管
理
、
人
工
授
精
技
術
、

受
精
卵
移
植
技
術
等
に
つ
い
て
研
修

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
の
合
間
に
は
県
内
の

畜
産
関
連
施
設
（
飼
料
工
場
、
食
肉

処
理
施
設
、
家
畜
保
健
衛
生
所
）
等

の
視
察
も
行
い
見
聞
を
広
め
帰
国
さ

れ
ま
し
た
。

帰
国
後
は
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
中
心

と
な
り
、
ラ
オ
ス
の
畜
産
発
展
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

残
飯
だ
っ
て

ケ
ツ
コ
ー
い
け
る
よ
！

食
の
多
様
化
に
伴
い
、
一
般
家
庭
や

外
食
産
業
か
ら
出
る
食
品
廃
棄
物
は
、

年
々
増
大
し
て
お
り
ま
す
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
、
製
造
段
階
で
約
半
分
、

流
通
消
費
段
階
で
〇
・
三
％
し
か
な

く
、
輸
入
飼
料
に
た
よ
る
日
本
の
畜

産
で
は
、
有
用
資
源
の
飼
料
化
は
重

要
な
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
食
品
残
渣

を
豚
飼
料
に
利
用
し
て
い
る
実
例
は

多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
回
、
高
温
乾

燥
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
性
、
保
存

性
を
高
め
、
鶏
に
も
給
与
可
能
な
形

状
に
な
り
ま
し
た
。

用
い
た
の
は
、
社
員
食
堂
の
調
理

残
渣
の
処
理
物
で
、
栄
養
価
は
蛋
白

質
が
鶏
飼
料
と
ほ
ぼ
同
等
、
脂
肪
が

約
2
倍
と
か
な
り
高
い
の
で
す
が
、
高

温
処
理
に
よ
り
、
蛋
白
質
が
変
性
し

消
化
率
が
低
く
な
る
た
め
、
処
理
温

度
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
肉
用
鶏
・
卵
用
鶏
に
給
与

す
る
と
、
肉
用
鶏
で
二
〇
％
程
度
、
卵

用
鶏
で
十
五
％
程
度
の
添
加
で
あ
れ

ば
卵
質
、
肉
質
及
び
産
卵
成
績
、
肥

育
成
績
に
影
響
す
る
こ
と
な
く
給

与
で
き
、
経
済
的
に
も
有
利
で
し
た
。

（表）食
品
残
渣
の
利
用
は
、
安
全
性
の

確
保
、
材
料
の
選
定
、
安
定
し
た
供

給
体
制
等
の
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、

う
ま
く
工
夫
し
て
、
環
境
に
や
さ
し

い
資
源
循
環
型
経
営
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

受
精
卵
の
ガ
ラ
ス
化
保
存
法

近
年
、
生
ま
れ
て
く
る
子
牛
の
性

別
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
が
確

立
さ
れ
、
当
場
で
も
牛
の
雌
雄
判
別

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
受
精

卵
の
性
判
別
は
約
一
時
間
で
可
能
と

な
り
ま
し
た
が
、
判
別
さ
れ
た
受
精

卵
の
凍
結
保
存
技
術
の
確
立
が
課

題
で
す
。
従
来
の
牛
受
精
卵
の
長
期
保
存
は
、

耐
凍
剤
や
糖
な
ど
を
添
加
し
た
保

存
液
に
受
精
卵
を
慣
ら
し
、
直
径
一
・

七
ミ
リ
の
ス
ト
ロ
ー
に
入
れ
て
、
徐
々

に
温
度
を
下
げ
、
マ
イ
ナ
ス
一
九
六
度

の
液
体
窒
素
中
で
凍
結
し
、
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
雌
雄
判
別
の

た
め
に
バ
イ
オ
プ
シ
ー
し
た
受
精
卵

で
は
生
存
性
が
低
下
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
新
し
い
ガ
ラ
ス
化
保
存
法
の
開
発

を
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
保
存
技
術
は
、
受
精
卵
を
高

濃
度
の
耐
凍
剤
・
シ
ョ
糖
溶
液
（
ガ
ラ

ス
化
液
）
に
暴
露
さ
せ
る
こ
と
で
受

精
卵
の
細
胞
内
の
脱
水
を
促
し
、
凍

結
、
融
解
に
伴
う
細
胞
内
外
に
お
け

る
氷
の
結
晶
形
成
を
完
全
に
抑
制

す
る
こ
と
に
よ
り
受
精
卵
へ
の
ダ
メ

ー
ジ
を
軽
減
す
る
技
術
で
す
。
受
精

卵
を
含
む
こ
の
液
は
、
ま
る
で
ガ
ラ
ス

様
に
透
明
に
凍
る
た
め
「
ガ
ラ
ス
化
液
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

受
精
卵
は
凍
結
保
存
さ
れ
る
最

終
段
階
で
、
少
量
の
ガ
ラ
ス
化
液
と
と

も
に
受
精
卵
の
保
存
容
器
を
兼
ね
た

写
真
の
よ
う
に
、
O
P
S
（
オ
ー
プ
ン
・

プ
ル
ド
・
ス
ト
ロ
ー
）
や
G
L
－
T
i
 
p

（
ゲ
ル
・
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
チ
ッ
プ
）
に
吸

引
し
、
液
体
窒
素
中
へ
入
れ
て
急
速

凍
結
す
る
方
法
で
、
、
超
急
速
ガ
ラ
ス

化
法
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
除
草
は

讃
岐
コ
ー
チ
ン
に
お
任
せ

「
讃
岐
コ
ー
チ
ン
は
ア
ス
パ
ラ
の
新

芽
を
突
か
な
い
の
？
」
そ
ん
な
疑
問
に
、

五
月
末
か
ら
讃
岐
コ
ー
チ
ン
八
羽
と

と
も
に
我
が
家
の
ア
ス
パ
ラ
ハ
ウ
ス
（
一

〇
a
）
で
挑
戟
し
て
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
除
草
効
果
は
抜
群
で
ア

ス
パ
ラ
畑
の
草
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
、

畝
上
で
は
ア
ス
パ
ラ
の
新
芽
が
は
っ
き

り
、
に
ょ
っ
き
り
残
っ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
日
が
経
っ
て
く
る
と
、
草
を

求
め
て
歩
き
回
る
讃
岐
コ
ー
チ
ン
が

踏
み
倒
す
の
か
細
い
ア
ス
パ
ラ
が
ぽ
っ

き
り
と
折
れ
て
い
た
り
、
時
に
は
、
手

に
持
つ
ア
ス
パ
ラ
目
掛
け
て
ジ
ャ
ン
プ

し
て
ひ
と
か
じ
り
す
る
な
ど
若
干
の

被
害
は
で
て
き
ま
し
た
が
、
人
の
後

に
つ
い
て
き
て
草
や
虫
を
お
ね
だ
り

す
る
な
ど
、
鶏
ご
と
の
色
々
な
個
性

が
判
っ
て
き
て
収
穫
時
の
楽
し
さ
も

増
し
ま
し
た
。

た
だ
、
今
で
は
草
が
不
足
気
味
で

水
路
の
草
を
補
給
し
て
い
ま
す
の
で

適
正
羽
数
は
六
羽
程
度
と
思
わ
れ

ま
す
。な
お
、
今
回
防
護
用
機
材
に
六
万

円
程
の
費
用
が
要
り
ま
し
た
が
、
除

草
作
業
か
ら
開
放
さ
れ
、
八
月
に
な

る
と
卵
も
生
み
出
し
て
、
労
力
の
軽

減
と
と
も
に
家
計
の
助
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
た
ケ
ッ
コ
ー
な
話

で
す
。

畜
産
試
験
場
の
諸
活
動


